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森林総研の支所等の配置 

 ■ 森林総研の概要  

・勤務地が全国に及ぶ 

・転勤がある 

・フィールドワークが多い 

・出張を伴う調査が多い 

女性比
率 

20代 

30代 

40代 

50代 

 

男性 88.2% 
  417名 

女性 
11.3％ 
53名 

森林総研女性比率（H23.1.1） 
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役職別女性比率 

・女性比率はゆるやかに増加 

・管理職には女性はなし 

・室長クラスの女性は少ない 

・女性の応募率・採用率は増加傾向 

応募・採用人数と 
女性比率 

文部科学省科学技術振興調整費 
女性研究者支援モデル育成事業 
「応援します！家族責任を持つ女性研
究者」 
（平成19～21年度） 

ミッションステートメント達成 

１. 裁量労働制の採用 （研究職員） 

２. 育児・介護のサポート体制整備 （本支所等） 

３. ＩＴ環境の整備 （ 本－支所等間、研究所－自宅間） 

４. 応募者・採用者の女性比率を30％に 
          （関連大学の女子学生比率と同等に） 

５. 家族責任が原因となる中途退職者ゼロに 
 

 ■ 森林総研のエンカレッジモデル  

第3期中期計画期間における 
男女共同参画推進策 

 ■ 森林総研の男女共同参画の方針と推進策 

男女共同参画宣言 

（数値目標部分を一部抜粋） 

・女性研究職の応募採用比率を 

  ひきつづき３０％維持 

・女性の管理職比率  

  現在０％→３％に 

・男性の育休取得３名以上 

第3期中期計画(抜粋） 
（平成２３～2８年度） 

 ■ 平成22年度・23年度の主な取り組み 

・研究支援の実施 
・保育施設利用制度の改善(申し込み時期の改善、障害児受け入れ） 
・制度の改善および新設（任期付き研究員育休取得時任期延長制度、 
  交付金プロジェクトに育休復帰女性枠の新設） 
・キャリアカウンセリング実施(H22.10、H23.10予定) 
・育児・介護のためのガイドブック改訂版発行(H23.2) 
・セミナー開催（H22.8、H23.3、H23.10予定) 
・男女共同参画宣言策定（H23.1) 
・保育室・Webミーティング・研究支援に関するアンケート実施（H23.1) 

森林総研の特徴 

・女性研究者比率は１１％ 

・40代前半以下の若い女性 

 が多い 

女性比率推移 

２(2) 人材の確保 
研究職員の採用については任期付採用
制度の活用並びに若手研究者及び女性
研究者の積極的な採用に留意しつつ、
広く公募等により研究開発の推進に必
要な優れた人材を確保する。 

「男女ともに個々の力を存分に発揮できる研究所」 

森林総研では、森林、林業、木材産業に関する総合的な研究開発を行っています 


